
休みの思い出いっぱい夏 ふるさと学び舎 in 獅子島

↑幣串漁港付近
でのシュノーケ
リング

←みんな友達にな
り、和気あいあい
とした中でバーベ
キューの準備

　７月 28 日、29 日の２日間、獅子島の
もくもく館を中心に、町内の小・中学生
28 人が参加した「ふるさと学び舎 in 獅
子島」がありました。
　今年は、Ｂ＆Ｇ指導者会が子ども会育
成連絡協議会と協力し、Ｂ＆Ｇ財団の助
成金を受け実施。初日は、カヌーとシュ
ノーケリングを行いました。初めて、シ
ュノーケリングを体験する子どもが多
く、足ひれなどに苦戦していましたが、
泳ぐうちに海の中の観察ができるほどに
なりました。
　２日目は、七郎山トレッキングを行い、
４キロ地点から山頂まで全員で完歩する
ことができました。猛暑の中、急な坂道
ではお互い声を掛け、時には休憩を取り
ながら元気に山頂まで歩き、全員で記念
撮影を行いました。
　この「ふるさと学び舎 in 獅子島」の
２日間を子どもたちが協力して無事終わ
るころには、団体行動の大事さや友達と
の絆など、心身ともに成長する夏休みの
思い出となっていたようです。

プランターをプレゼント花 「手をつなぐ育成会」が啓発活動
↓花を植えたプランターを指江庁舎に設置

猛暑の中、七郎山山頂までのトレッキング↓

　長島町手をつなぐ育成会（小森れい子会長）は８
月３日、町内の公共施設や診療所など 17 の施設に
花の苗を植えたプランターをプレゼントしました。
　この取り組みは、県のボランティア活動参加促進
事業を活用。会員らは、早朝からプランター 34 個
にマツバボタンの苗 102 本を植え町内の施設を回
りました。小森会長は「いつもお世話になっている
施設に配布することで、同会の活動を啓発できて良
かった。今後は若いかたがたにも入会していただけ
たら」と話しました。同会では、障害のある人の人
権を回復し、地域で安心して暮らせる制度、システ
ムづくりなどを行っています。
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